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・社会に対する提供価値の総量が比較的に小さい。

・助成原資の確保が限定的である。

・運営事務局のキャパシティー拡充が困難。

・中間支援から直接支援活動への必要性上昇。

金銭助成支援

運営伴走支援

95％

5％

①児童支援活動団体の事業運営資金調達伴走支援を
並行して行うことで、児童支援活動団体の活動をよ
り強く支援していく。

②児童支援活動団体・企業・行政との共催イベント
を開始することで、つなぐいのち基金のリソース不
足を補完し、より社会への貢献度を高めていく。

③行政と連携した伴走支援コンテンツを作成及び普
及をもって、効率が高く広がりのある支援活動を増
やしていく。

昨年度事業における課題と今年度の取り組み



金銭助成＋伴走支援
を拡大していく

児童支援団体への実質的
な支援総額が増える

当財団の中間支援実績が
拡充される

当財団の評価（内閣府、法
人、一般など）が上がる

当財団の中間支援実績が
可視化して広がる

当財団の活動に賛同する
支援者が増える

当財団の管理運営組織を
拡充する

休眠預金などの規模のあ
る公的資金を獲得する

つなぐいのち基金の伴走支援は、
主として助成応募申請の伴走支援を予定しています。



児童の健全な育成と自立に向けた中間支援活動を進めています。

令和５年度は上記４つの活動をを中心に活動を進めました。

つなぐ助成
：小規模＆新規活動団体を中心に、小回りの効く少額助成を実施

長谷川基金助成
：社会的養護施設を巣立つ児童＆若者に対する新生活支援を実施

わくわくPJ
：児童支援活動に企業支援をつなぐ事で、子供・若者が社会と繋がる経験を創り出す活動を実施

伴走支援
：小規模＆新規活動団体を中心に、活動資金調達の支援を実施

強化

新規

継続

継続



■公募期間

・２０２４年４月１５日～２０２４年６月末（例年より長い期間を設けました）

つなぐ基金助成、冠基金事業 ：助成事業の概要

長谷川基金つなぐ基金令和５年度

７件９４件仮エントリー

５件５２件本エントリー

１００万円３０５万円事業予算

５施設（９名）予定１０団体対象事業数

＊審査員もよく知らない応募団体が多く当財団の情報アプローチ力が高くなってきているのが素晴らしい。（田邉審査員）

＊助成申請団体に対する活動調査が非常に細かく具体的で良かった。（篠原理事）

＊つなぐ基金で採択できなかった団体を長谷川基金を活用して支援できるまでラインナップが増えてきてよかった。
今後も長谷川基金で支援を継続していきたい。（事務局）



高校を卒業し、学園を巣立つ子どものために何かできることはないか、様々な助成や制度を調べる中で公益財団法人つなぐいのち基金様に出会いました。つなぐいのち基金

様は高齢者と子どもなどの多世代間をつなぎ、相互扶助の関係を推進する中で次の世代へよりよい社会をつないでいくことを目的とされている中間支援団体です。つなぐいの

ち基金様に寄せられた様々な資源・支援は助成事業等を通して子どもたちに届けられています。

その助成事業の中に、児童養護施設等を巣立つ子どもたちへ家電セットをプレゼントするという長谷川基金助成がありました。採用は名程度の狭き門、しかし一人で巣立つ子

どもへ持たせられるものは持たせてあげたい、そんな思いで応募しました。そしてこの度ご縁を頂き、洗濯機・冷蔵庫・炊飯器・電子レンジ・掃除機の新品家電5点を頂くこ
とができました。令和６年春に退所し、自立生活を始めた退園生のもとを訪問した際、使用状況を見させてもらいました。冷蔵庫には自炊のために使う食材、冷凍庫には炊飯

器で炊いたご飯が保存されていました。洗濯機を見に行くと「回そうと思ってたんだ」と言いながら、スイッチを入れ、洗濯洗剤を量って入れる姿がありました。その他の家

電も日々の生活の中で活躍していました。新生活を迎え、慌ただしい毎日を送っているようですが、頂いた家電を大事に使わせて頂き、感謝の中で充実した日々を過ごせるこ

とを願っています。

川奈臨海学園 自立支援担当職員 石井結希

長谷川基金 -生活家電支援

長谷川基金助成の事業報告 ：川奈臨海学園さま



■助成執行額の推移

令和2年度 265万円

令和3年度 340万円

令和4年度 500万円

————————————————

令和5年度 400万円

＋クラウドファンディング（000万円目標）で10月1日から実施予定

＋資金調達支援額約 1,830 万円超

→ 合計約 2,200万円＋ α のソーシャルインパクトを実現。

*児童支援活動における社会的インパクトが大きくなってきています。

つなぐ基金助成、冠基金事業：事業執行額の推移



①児童支援活動団体の事業運営資金調達伴走支援

・目標値：５００万円

・実績：１、８３０万円（一般財団法人日本民間公益活動連携機構JANPIA1,500万円、板橋区330万円）

②児童支援活動団体・企業との共催イベント開催

・企業と児童支援団体をつないで「おしるこイベント」を開催（日本橋榮太樓本舗様と連携中）

・企業と協働した新規支援基金の設立を準備中（ソニー銀行様と連携中）

・企業と協働した地域イベントの開催（和菓子の梅香亭様と連携中）

③行政と連携した伴走支援コンテンツの作成と普及

・非営利児童支援活動団体の助成応募の手引きコンテンツ作成中（横浜市政策局経営推進課と調整中）

伴走支援事業の現況



資金調達伴走支援

1500万円／2024年度330万円／2年（2024年中に確定した総額）



イベント共同開催



資金調達伴走支援による新規拠点



●概要

：想いある企業や児童支援活動団体と共に、子供・若者たちが信頼できる大人と社会とのつながりを持つことのできる機会を創って

いく事で、子供・若者が明日に希望を持って夢にチャレンジできるような安心と勇気を支援します。

●背景

：児童支援事業における多くの活動資金助成や補助制度は、最低限の生活と安全の確保や、進学・就労を条件としていることが多い

です。しかし、心の不安などの何らかの社会的ハンデを抱える子どもたちは、明日に向けて一歩踏み出すにも安心できる環境や頼れ

る大人、明日への希望とチャレンジする勇気が芽生えてこそ、はじめて進学や就職に向けて頑張ることができるようになります。

●内容

：社会貢献活動と児童支援に想いある企業や団体と協力して、日本全国の児童支援団体と一緒に子どもたちに楽しい体験を届けます。

子どもたちの心を癒すと共に社会とのつながりを強くすることで子どもたちの健全な自立を応援していきます。2024年10月からは初
回のPJとして株式会社榮太樓本舗様と共にソニー銀行様の支援の下、クラウドファンディングと全国の児童支援団体向けのイベント
支援事業を進めていきます。

新規取組「わくわくPJ」の開始



日本橋榮太樓様からのご支援（板橋子ども食堂）



2024年10月1日から2024年１２月まで実施







新たな冠基金の設立も視野に、企業協働プロジェクトを開始予定

ソニー銀行のSDGs事業
「コングラント」による

クラウドファンディングに挑戦

▼

＊寄付は所得税控除型

＊クラウドファンディングは手
数料免除

＊クラウドファンディング返礼
品として寄付金額の３割程度の
和菓子（金券含む）提供

＊受取寄付金で児童支援イベン
トの予算に充てる

榮太樓總本鋪様と連携した
児童支援イベントを企画

▼

＊寒い冬を過ごす全国の子ど
も達に、身体も心も温まるお
しるこイベントを開催（仮）

子ども食堂や児童養護施設など、
イベント開催を希望する団体を
募集して小豆餡（等）を提供

▼

＊イベント開催レポート提出

＊首都圏の団体に当財団と貴社が参加

＊場合によっては寸胴鍋などの必要備
品や白玉購入費用も補助

（2024年12月～2025年3月）（2024年10月～11月）（2024年8月～9月）

イベント開催

団体募集

ファンディング

実施準備



つなぐいのち基金×榮太樓本舗の子供・若者応援の地域イベント開催





今年度の助成事業におけるテーマは

「`小規模支援活動団体`に対する支援強化」です。

■理由

：支援の必要な国内の児童が継続的な増加を背景に、新規の児童支援活動団体の活動も増えてきていると感じます。しかし組
織化できていない地域の小規模団体の場合は、活動実績や法人化、事務処理能力の不足によって活動のための特に資源確保に
苦労をします。事業の継続性を厳格に評価すると、うまく組織が立ち上がった中～大規模組織に社会の資源と関心が集中しが
ちせすが、当財団の今期助成事業においては小規模団体の活動継続支援に加点ポイントをおいて審査しました。

■小規模児童支援活動団体の特徴

：組織体制が任意団体になっていることも多く、通年の事業計画や財務計画がNPO法人並みには揃わない活動が多いです。そ
の反面、地域有志の方々のボランティア参加によって成り立つことが多く、当財団からの少額助成支援効率は高いと考えてい
ます。

＊助成テーマに関わる今後の課題

：助成審査の基準確率のためにも、今後当財団が特に支援したい活動および支援の先に期待する社会的価値について議論の上で基
準を設ける必要がありそうです。











公式Facebookページの運用について

「いいね！」1,689件、フォロワー1,726件、と毎月30～50名のフォロワー増加中（発信力、リーチ力の強化）



ホームページ、名刺など、広報用制作物の刷新について



金銭助成＋伴走支援
を拡大していく

児童支援団体への実質的
な支援総額が増える

当財団の中間支援実績が
拡充される

当財団の評価（内閣府、行
政、企業など）が上がる

当財団の中間支援実績が
可視化して広がる

当財団の活動に賛同する
支援者が増える

当財団の管理運営組織を
拡充する

休眠預金などの規模のあ
る公的資金を獲得する

今ここ！

つなぐいのち基金の成長戦
略



一般に向けた寄付募集について



民間の寄付プラットフォームの活用について


